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No.49「東京フラッシュ」Vaundy(2019)  4m22s　 (Shot:22 Scene:7 舞台:6)
強調箇所

【分析単位】
シーン

同じ空間・人物・活動
で構成された

ショットのまとまり。

舞台【3 章】

【2 章】

　　　　
共通の空間で構成
されたシーンの

まとまり。

1 . 歌詞検索サービス

→5637 曲

2. Y outube の視聴回数
※「東京」「トウキョウ」「Tokyo」
　を歌詞に含む楽曲を検索

→76 曲

※視聴回数が200万回以上の曲を検索
　＋東京の都市生活が描写されている

図１.分析例

東京フラッシュ 君の目が覚めたら～ 東京フラッシュ 君の目が覚めたら 何処へ行こう～ 東京フラッシュ 君と手を繋いだら～楽曲構成

再帰型６舞台

- - - - - -
活動: xx

活動：生活

人物: xx

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間: xx
時間: xx

空間：街並み
　　　(電話BOX)

時間：夜

Shot1
　0m00s-1m02s

活動：生活

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間：街並み
　　　(電話BOX)

時間：夜

Shot22
　3m24s-4m22s

活動：移動

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間：街並み
　　　(横丁)

時間：夜

Shot2-7
　1m02s-1m25s

活動：移動

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間：街並み
　　　(繁華街)

時間：夜

Shot9-15
　2m25s-2m40s

活動：移動

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間：道路・線路
　　　(横断歩道)

時間：夜

Shot16
　2m40s-3m24s

活動：移動

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間：街並み
　　　(商店街)

時間：夜

Shot17-21
  3m24s-3m55s

活動：移動

人物：単数
　　　(アーティスト)

空間：街並み
　　　(駐車場)

時間：夜

Shot8
　1m25s-2m25s

図 1　分析例
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図 2　MV の描写内容
図 3　MV の描写内容の組合せ

図 4　空間要素の複合性と重層性 図 5　複合パタンと重層パタンの代表的な組み合わせ

1. 序　
　ミュージックビデオ(以下、MV)は、街頭広告やテレ
ビ番組から動画共有サイトまで幅広く視聴されている、
音楽と映像が融合したメディアである。そこでは演奏の
様子に加え、楽曲の世界観に呼応するような都市風景
や活動が描写される場合が多く、人々の都市イメージの
形成に影響を与えていると考えられる。なかでも東京を
舞台とするJ-POPのMVからは、猥雑な都市風景を群
衆のシーンの断片的な集合で描くものや、夜の繁華街
を独歩する人物を長回しで撮影し都市での疎外感を強
調するものなど、様々な生活の様相を見てとれる。この
ような描写から、映像の内容・形式と楽曲構成が輻輳
化して形成された都市生活イメージの典型を見出すこと
ができると考える。そこで本研究では現代の東京を舞台
とするJ-POPのMVを資料註)に、描写内容や形式的側
面を検討することで、東京における都市生活像の一端
を明らかにすることを目的とする。
２. MVの描写内容
2-1. シーンの描写内容　資料としたMVはカメラの切り
替わりのない一連の映像であるショットの集合から構成
されており、そこでは街並みや人々の生活が描かれて
いる。ここでまず、同じ内容を持つショットのまとまりを
シーンと捉え、全資料76曲から4402シーンを抽出し、
それを以降の分析単位とした。

2-2. 描写内容の分類　シーンから読み取れる描写内容
を〖人物〗、【活動】、〖時間〗、【空間】の4つに大別した(図
2)。〖人物〗と〖時間〗は【活動】と【空間】の属性として
捉えられる。それぞれの内容を整理した。【活動】は、〈生
活〉〈移動〉に加え、卒業式などの式典や、非日常・
非現実的な行為である〈イベント・娯楽〉〈恋愛〉〈事件〉
〈ファンタジー〉、人物は描写されているが動きがない
〈佇み〉、楽器演奏やダンスなどの〈パフォーマンス〉
8つに分類した。【空間】は《都市空間》と《建築物》
に大別され、《都市空間》は高層ビル群や住宅街など
の〈街並み〉高速道路や車内などの〈交通〉公園や
駐車場などの〈空地〉、海や河川敷などの〈自然〉、東
京タワーやスクランブル交差点など東京を象徴する〈ラ
ンドマーク〉の5つに分類した。《建築物》は学校や飲
食店などの〈都市施設〉と〈居住空間〉に分類した。
2-2. 描写内容の組合せ　前節で検討した描写内容を
シーン単位で集計し、【活動】における〖人物〗の割合、
【空間】における〖時間〗の割合の関係を示した( 図
3)。さらに、【空間】と【活動】の組合せから、MVに
描かれる都市生活の類型を捉えた。最も多くみられた
組合せである〈移動〉×〈交通〉では、高速道路を複
数人でドライブする様子や、街路をひとり歩く様子など
様々な状況がみられた。次いで多くみられた〈パフォー
マンス〉×〈街並み〉では〈街並み〉を背景としてアーティ

 東京を舞台とするJ-POPのミュージックビデオにみる都市生活像
The City Life Image in Music Video of J-POP on the stage of Tokyo

奥山研究室  21M50031  市原未悠  (ICHIHARA, Miyu)
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1. 序　
　ミュージックビデオ(以下、MV)は、街頭広告やテレ
ビ番組から動画共有サイトまで幅広く視聴されている、
音楽と映像が融合したメディアである。そこでは演奏の
様子に加え、楽曲の世界観に呼応するような都市風景
や活動が描写される場合が多く、人々の都市イメージの
形成に影響を与えていると考えられる。なかでも東京を
舞台とするJ-POPのMVからは、猥雑な都市風景を群
衆のシーンの断片的な集合で描くものや、夜の繁華街
を独歩する人物を長回しで撮影し都市での疎外感を強
調するものなど、様々な生活の様相を見てとれる。この
ような描写から、映像の内容・形式と楽曲構成が輻輳
化して形成された都市生活イメージの典型を見出すこと
ができると考える。そこで本研究では現代の東京を舞台
とするJ-POPのMVを資料註)に、描写内容や形式的側
面を検討することで、東京における都市生活像の一端
を明らかにすることを目的とする。
２. MVの描写内容
2-1. シーンの描写内容　資料としたMVはカメラの切り
替わりのない一連の映像であるショットの集合から構成
されており、そこでは街並みや人々の生活が描かれて
いる。ここでまず、同じ内容を持つショットのまとまりを
シーンと捉え、全資料76曲から4402シーンを抽出し、
それを以降の分析単位とした。

ストの活動が主体として描写されている。また、〈街並
み〉が描写されているシーンの半数以上が夜間であっ
たことから、夜の繁華街や高層ビル群の明かりが東京
を象徴する都市風景として扱われていると考えられる。
また、〈ランドマーク〉は〈パフォーマンス〉に加え【活動】
がみられないものとの組合せが多かった。このことから
は、〈ランドマーク〉が背景としてだけでなく、強い印象
を与える要素として、効果的に活用されているといえる。
さらに〈イベント・娯楽〉と〈都市施設〉、〈恋愛〉と〈居
住空間〉の組合せも比較的多くみられ、これらも都市
生活の典型的な情景が表現されたものと考えられる。
2-3.シーンの複合性と重層性　MVではひとつのシーン
に複数の【空間】要素が描写されるものがみられる。
そこでは街並みと東京タワーが同時に映されるシーン
や、タクシーの車内越しに繁華街の明かりが映り込んで
いるような奥行き感のあるシーンなどがあり、前者を『複
合性』後者を『重層性』として【空間】の組合せを検
討した(図4,5)。
　『複合性』をもつシーンの中で最も多くみられたもの
が〈交通〉と〈街並み〉の組合せであり、ビル群の隙
間を通る幹線道路が東京の都市風景を象徴する要素と
して認識されていると考えられる。また屋上から高層ビ
ル群や住宅街を一望するシーンなどが含まれる〈空地〉
と〈街並み〉の組合せや〈ランドマーク〉と〈街並み〉
の組合せが次いで多くみられた。これらからは、空中

からの視点や有名建築を用いた記号化された表現を読
み取ることができる。
　『重層性』をもつシーンの中で最も多くみられたのが、
車窓越しに街並みを映す〈交通〉と〈街並み〉の組合
せであり、次いで〈都市施設〉と〈街並み〉の組合せ
が多くみられた。これらは窓をを介して街並みを部分的
に切り取ることで、奥行き感がより強調された都市風景
が表現されたものと考えられる。
３. MVの描写形式
3-1. 楽曲の構成と強調箇所　J-POPには、イントロ、
Aメロ、Bメロ、サビ、Cメロ、アウトロといった楽曲の
構成形式があり、これらはMVによって形成される都市
生活像と密接に関わり合っていると考えられる。中でも
サビは楽曲内で最も重視されるパートであり、各種メディ
アで引用される際にも主に用いられている。そこで、サ
ビが歌われているシーンを強調箇所として捉え、全体に
おける強調シーンの割合を示した(図6)。
3-2.舞台の移り変わり　今節では同一の場所を描写し
たシーンを舞台として捉え、楽曲ごとに図式化を行った
(図7)。MVの長さは3分～5分の間におさまるため、
ひと作品あたりに登場する舞台の数が少ないものは、
空間において連続的な描写がされており、舞台数が多
いものは断片化された描写がなされていると捉えること
ができる。
　次に作成した図式をもとにMVの中で舞台がどのよう

2-2. 描写内容の分類　シーンから読み取れる描写内容
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ンドマーク〉の5つに分類した。《建築物》は学校や飲
食店などの〈都市施設〉と〈居住空間〉に分類した。
2-2. 描写内容の組合せ　前節で検討した描写内容を
シーン単位で集計し、【活動】における〖人物〗の割合、
【空間】における〖時間〗の割合の関係を示した( 図
3)。さらに、【空間】と【活動】の組合せから、MVに
描かれる都市生活の類型を捉えた。最も多くみられた
組合せである〈移動〉×〈交通〉では、高速道路を複
数人でドライブする様子や、街路をひとり歩く様子など
様々な状況がみられた。次いで多くみられた〈パフォー
マンス〉×〈街並み〉では〈街並み〉を背景としてアーティ
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図 2　MV の描写内容
図 3　MV の描写内容の組合せ

図 4　空間要素の複合性と重層性 図 5　複合パタンと重層パタンの代表的な組み合わせ

1. 序　
　ミュージックビデオ(以下、MV)は、街頭広告やテレ
ビ番組から動画共有サイトまで幅広く視聴されている、
音楽と映像が融合したメディアである。そこでは演奏の
様子に加え、楽曲の世界観に呼応するような都市風景
や活動が描写される場合が多く、人々の都市イメージの
形成に影響を与えていると考えられる。なかでも東京を
舞台とするJ-POPのMVからは、猥雑な都市風景を群
衆のシーンの断片的な集合で描くものや、夜の繁華街
を独歩する人物を長回しで撮影し都市での疎外感を強
調するものなど、様々な生活の様相を見てとれる。この
ような描写から、映像の内容・形式と楽曲構成が輻輳
化して形成された都市生活イメージの典型を見出すこと
ができると考える。そこで本研究では現代の東京を舞台
とするJ-POPのMVを資料註)に、描写内容や形式的側
面を検討することで、東京における都市生活像の一端
を明らかにすることを目的とする。
２. MVの描写内容
2-1. シーンの描写内容　資料としたMVはカメラの切り
替わりのない一連の映像であるショットの集合から構成
されており、そこでは街並みや人々の生活が描かれて
いる。ここでまず、同じ内容を持つショットのまとまりを
シーンと捉え、全資料76曲から4402シーンを抽出し、
それを以降の分析単位とした。

に移り変わっているかを検討した(図8)。まず、MVの
始点と終点の舞台が同一であるか否かで大別し、前者
を[一致]、後者を[不一致]と定義した。[一致]では
冒頭に登場した舞台に再帰することから、舞台とストー
リー性が強調されたMVと考えられる。また、[一致]の
なかでも、多くの舞台が描写されているものは、舞台の
切り替わりが多いながらも冒頭のシーンに再起している
ため、より強いストーリー性を見出すことができると考え
た。また[不一致]では、様々な場所の集合により都市
が描写されていると捉えられ、舞台数が多いほど断片
化した都市像が表現されていると考えられる。さらに
MVごとの舞台数の中央値である７舞台を超えるか否か
で大別した。
４.描写形式と描写内容からみる東京の都市生活像
　　前章で検討したMVの描写形式を基に、強調箇所
と定義したサビおよび始点・終点における描写内容を
楽曲ごとに検討した。まず、始点と終点の[一致][不一致]
で楽曲を大別し、さらに舞台の数に基づいて楽曲を整
理した。[一致]では舞台がひとつのみのMVを特殊例
として分類し、それ以降は中央値である６舞台を境目に
整理した。一方[不一致]では舞台がひとつのみのMV
が見られなかったため、２～6舞台と７以上で整理した。
その結果、6つの類型を捉えることがことができ、代表
的な楽曲を具体例として図9に示した。
〈街並み〉が舞台として登場する楽曲は全体を通して
みられた。Aのように[一致]では始点・終点が〈街並み〉
に位置するものが多くみられた。中でも街路空間から始
まり街路空間で終わるM Vである資料No.37、No.38
のように終始同じ舞台で活動を行う様子を映し出すもの
や、No.49のように類似した空間を舞台として連続的に
〈移動〉し続けるようなものがみられた。ここからは、
都市を空間と活動から連続的に描写することで具体的
な都市での生活を捉えることが出来る。一方、Bのよう
に[不一致]における舞台数が多い楽曲群では〈活動
なし(×)〉が単発的かつ複数舞台に亘って登場する傾
向がみられた。例えば、No.19のように終始、繁華街
や高層ビル群などの猥雑な都市風景を、人々を映さず
に断片的なシーンの集合として描写したものや、No.67
のように〈ランドマーク〉での〈パフォーマンス〉の合
間に〈街並み〉や〈交通〉が都市のイメージとして挿
入されているようなものもみられた。これらは均質化され
た、現実感に乏しい都市像として表現されていると考え

2-2. 描写内容の分類　シーンから読み取れる描写内容
を〖人物〗、【活動】、〖時間〗、【空間】の4つに大別した(図
2)。〖人物〗と〖時間〗は【活動】と【空間】の属性として
捉えられる。それぞれの内容を整理した。【活動】は、〈生
活〉〈移動〉に加え、卒業式などの式典や、非日常・
非現実的な行為である〈イベント・娯楽〉〈恋愛〉〈事件〉
〈ファンタジー〉、人物は描写されているが動きがない
〈佇み〉、楽器演奏やダンスなどの〈パフォーマンス〉
8つに分類した。【空間】は《都市空間》と《建築物》
に大別され、《都市空間》は高層ビル群や住宅街など
の〈街並み〉高速道路や車内などの〈交通〉公園や
駐車場などの〈空地〉、海や河川敷などの〈自然〉、東
京タワーやスクランブル交差点など東京を象徴する〈ラ
ンドマーク〉の5つに分類した。《建築物》は学校や飲
食店などの〈都市施設〉と〈居住空間〉に分類した。
2-2. 描写内容の組合せ　前節で検討した描写内容を
シーン単位で集計し、【活動】における〖人物〗の割合、
【空間】における〖時間〗の割合の関係を示した( 図
3)。さらに、【空間】と【活動】の組合せから、MVに
描かれる都市生活の類型を捉えた。最も多くみられた
組合せである〈移動〉×〈交通〉では、高速道路を複
数人でドライブする様子や、街路をひとり歩く様子など
様々な状況がみられた。次いで多くみられた〈パフォー
マンス〉×〈街並み〉では〈街並み〉を背景としてアーティ

る。
〈交通〉が舞台として登場する楽曲については、[一致]
に着目した場合、Cのように舞台数が多い楽曲群に多く
みられ、活動は〈移動〉が多かった。このことから、〈交
通〉は複数の舞台を繋ぐための手段としてのとして描写
されていると考えられる。No.33でも目的の場所に向か
う過程として橋や歩道橋を走る様子が描写されていた。
一方、[不一致]の楽曲では〈パフォーマンス〉など〈移
動〉以外の活動もみられたため、交通空間が背景化し
ていると考えられる。
　〈ランドマーク〉が舞台として登場するMVについては
Dのように[不一致]の中で３舞台以上の楽曲に多くみ
られ、いずれの舞台においても繰り返しの出現頻度が
少なかったことに加え、みられた活動もバラバラであっ
た。No.2、No.59、No.19などからも以上で示したのと
同様の状況が読み取れた。このことから〈ランドマーク〉
は東京を象徴する効果的な要素として活動に関わらず
用いられていると考えられる。
　Eは舞台が〈都市施設〉〈居住空間〉といった建築
物のみで構成されるタイプであり、[一致]のなかの舞
台数が中央値より少ない楽曲群で多くみられた。No.3
では、終始住宅での朝の準備を連続的に映しており、
No.56では住宅で生活や佇み、パフォーマンスなど様々
な活動が行われている様子がみてとれた。同様にNo.9
でもストーリーの展開とともにひとつの舞台で様々な活動
を連続的に行っている様子がみられた。
５.結　以上、現代の東京を舞台とするJ-POPのMV
において、描写内容や形式的側面を検討することで、
東京における都市生活像の類型を考察した。その結
果、空間や活動を少数の舞台で連続的に描写するもの
と、多数の舞台が次々に切り替わることで断片的に描
写されるものがみられた。これらの描写からは、具体性
を伴った人々の生活像と、均質化され、現実感に乏し
い都市生活像という対照的なイメージを読み取ることが
できる。
註
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図 2　MV の描写内容
図 3　MV の描写内容の組合せ

図 4　空間要素の複合性と重層性 図 5　複合パタンと重層パタンの代表的な組み合わせ
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X: 活動のカテゴリー　n: 活動ごとのシーン数　始点の舞台 :　　終点の舞台 :　　舞台の登場回数 :
凡
例

A

BA
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居住空間のみをさまざまな角度から描写する。
東京の繁華街を舞台に長回しで描写する。

東京タワーをアイコニックに
利用し東京の夜景を描写する。

東京タワーやスクランブル交差点などの名所やありふれた都市空
間を、アーティストの演奏映像と交互に断片的に描写する。

都市空間や校舎など多数の場を舞台に、登場人物をオムニバス風
に長回しで描写する。
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: 重層表現 

No.76 「 I  Say Bye」 imase(2023) No.49 「東京フラッシュ」Vaundy(2019) No.01「東京は夜の七時」PIZZICATO FIVE(1993)

No.70 「東京」SUPER BEAVER (2022) No.19「ユリイカ」サカナクション(2014)

図 6　抽出した強調シーン

図 9　描写内容と描写形式からみる東京の都市生活像

図 7　シーンと舞台の関係 図 8　始点・終点シーンの舞台の一致 / 不一致と舞台数
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1. 序　
　ミュージックビデオ(以下、MV)は、街頭広告やテレ
ビ番組から動画共有サイトまで幅広く視聴されている、
音楽と映像が融合したメディアである。そこでは演奏の
様子に加え、楽曲の世界観に呼応するような都市風景
や活動が描写される場合が多く、人々の都市イメージの
形成に影響を与えていると考えられる。なかでも東京を
舞台とするJ-POPのMVからは、猥雑な都市風景を群
衆のシーンの断片的な集合で描くものや、夜の繁華街
を独歩する人物を長回しで撮影し都市での疎外感を強
調するものなど、様々な生活の様相を見てとれる。この
ような描写から、映像の内容・形式と楽曲構成が輻輳
化して形成された都市生活イメージの典型を見出すこと
ができると考える。そこで本研究では現代の東京を舞台
とするJ-POPのMVを資料註)に、描写内容や形式的側
面を検討することで、東京における都市生活像の一端
を明らかにすることを目的とする。
２. MVの描写内容
2-1. シーンの描写内容　資料としたMVはカメラの切り
替わりのない一連の映像であるショットの集合から構成
されており、そこでは街並みや人々の生活が描かれて
いる。ここでまず、同じ内容を持つショットのまとまりを
シーンと捉え、全資料76曲から4402シーンを抽出し、
それを以降の分析単位とした。

2-2. 描写内容の分類　シーンから読み取れる描写内容
を〖人物〗、【活動】、〖時間〗、【空間】の4つに大別した(図
2)。〖人物〗と〖時間〗は【活動】と【空間】の属性として
捉えられる。それぞれの内容を整理した。【活動】は、〈生
活〉〈移動〉に加え、卒業式などの式典や、非日常・
非現実的な行為である〈イベント・娯楽〉〈恋愛〉〈事件〉
〈ファンタジー〉、人物は描写されているが動きがない
〈佇み〉、楽器演奏やダンスなどの〈パフォーマンス〉
8つに分類した。【空間】は《都市空間》と《建築物》
に大別され、《都市空間》は高層ビル群や住宅街など
の〈街並み〉高速道路や車内などの〈交通〉公園や
駐車場などの〈空地〉、海や河川敷などの〈自然〉、東
京タワーやスクランブル交差点など東京を象徴する〈ラ
ンドマーク〉の5つに分類した。《建築物》は学校や飲
食店などの〈都市施設〉と〈居住空間〉に分類した。
2-2. 描写内容の組合せ　前節で検討した描写内容を
シーン単位で集計し、【活動】における〖人物〗の割合、
【空間】における〖時間〗の割合の関係を示した( 図
3)。さらに、【空間】と【活動】の組合せから、MVに
描かれる都市生活の類型を捉えた。最も多くみられた
組合せである〈移動〉×〈交通〉では、高速道路を複
数人でドライブする様子や、街路をひとり歩く様子など
様々な状況がみられた。次いで多くみられた〈パフォー
マンス〉×〈街並み〉では〈街並み〉を背景としてアーティ




